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図１ ｢がんもどき」の方言分布
図
１
に
よ
る
と
、
ヒ
ロ
ー
ズ
が
東
西
に
分
か
れ
て
分
布
し
、
そ
の
間
に
マ
ル
ヤ
マ
、
マ
ル
ァ
ゲ
、
ガ
ン
モ
ド
ー
フ
が
分
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
か
つ
て
この地域一帯に分布していたヒローズが、後で生じたマルヤマ、マ
ルアゲ、ガンモドーフによって分断され、こういう分布を示すこと
になったものと解釈される。この解釈によると、この地域における
「がんもどき」の方言の歴史は、
ヒ
ロ
ー
ズ
↓
マ
ル
ヤ
マ
、
マ
ル
ア
ゲ
、
ガ
ン
モ
ド
ー
フ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
海
老
江
（
＆
。
以
下
、
地
点
番
号
は
（
）
で
括
っ
て示す。）の話者の「ヒローズは古くマルァゲは新しい」という説明
および魚津（〃）・鹿熊（胡）の話者の「ヒローズは古くガンモド
ーフは新しい」という説明は、ともに、この推定を裏付ける有益な
一つの材料になり得る。
それでは、ヒローズは、どの地域にとってもみな一様に「がんも
どき」の古い方言たり得るかというとそうではない。地域によって
は、庄川上流の五箇山（点線で囲んである地域）や飛騨白川（五箇
山の南に隣接する地域）などのように、ヒローズがもともと分布し
て
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
庄川下流にならって考えれば、現在マルヤマが分布している五箇
山の平村（弧ｌ訂）・上平村（佃ｌ妬）および飛騨の白川村（“ｌ
妬）については、マルヤマの前にヒローズが分布していたというこ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
し
か
し
、
同
じ
五
箇
山
の
利
賀
村
（
〃
Ｉ
印
）
に
「
無
回
答
」
が
集
中
的
に
現
わ
れ
る
と
い
う
事
実
を
見
る
と
、
は
た
し
てそう考えてよいかどうか疑問に思われてくる。
なぜかというに、この地域に「無回答」が集中的に現われるのは
食品「がんもどき」が、五箇山の中でも最も交通不便なこの地域に
まだ普及しておらず、それを表わすことばもまた行なわれていない
9４
注
３
ためで聖のると考えられ、そういう見方をさらに、「無回答」が一一地
点に見られる平村や上平村・白川村にもおしひろめて考えるに、食
品「がんもどき」がこれらの地域に持ち込まれたのは、そんなに遠
い
昔
の
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
を
表
わ
す
こ
と
ば
の
歴
史
も
ま
た
そ
ん
な
に
古
い
も
の
で
は
な
さ
そ
う
だ
と
い
う
推
定
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る。おそらく食品「がんもどき」は、そんなに遠くない過去のある
時期に、名称マルヤマを伴なって、ヒローズも何も行なわれていな
いこれらの地域へ、平野部のほうからはいり込んできたものであろ
う。このことを図式的に表わせば、これらの地域における「がんも
どき」の方一一一一口の歴史は、ｎⅡ］－－Ｖマルヤマということになろう。
飛騨白川の鳩ヶ谷（妬）にはガンモドキが分布しているが、これ
については、食品「がんもどき」とともに新しくはいり込んだ標準
語のガンモドキということが考えられる。昭和三十四年に刊行され
た土田吉左衛門氏の「飛騨のことば』には、「ひりょ－ず（名）糠
（うるち）と糯（もち）の粉を等分に水でねり、油であげたもの。
古名飛竜頭から起る。がんもどき。（高山）がんもどきの低質なも
の。（保井戸）」とあるが、白川村の場合は、同じ飛騨でも、高山・
保井戸（保井戸は下呂の少し南にある高山本線沿いの集落）など
とはちがって、交通不便な辺地であるから、五箇山の平村、上平村
と同様、食品「がんもどき」もそれを表わすヒローズという古いこ
とばも、もともと行なわれてはおらず、最近になってようやく食品
「がんもどき」が、名称ガンモドキを伴なって、この地域にもはい
り込んできたと考えてよいと思う。
富山（品）周辺にも、ガンモドーフまたはガンモが分布している
が、これについても標準語の影響による新しい語ということが考え
られる。ただし、富山周辺の場合は、飛騨白川方面とはちがって、
古くから他との交流のざかんな北陸街道沿いの地域であるから、こ
の地域に分布するガンモドーフやガンモについては、標準語の影響
による新しい現象ではなくて、江戸時代に江戸から持ち込まれた古
いことばということも考えてみなければならない。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
ヒ
ロ
ー
ズ
と
ガ
ン
モ
ド
キ
と
の
間
に
は
、
嘉
永
三
年（一八五一）西沢一鳳著『皇都午睡三編中の巻』の「お飴をおそ
ヒ
リ
ヤ
ウ
ウ
ス
なへ油揚を胡麻揚飛龍臼を雁もどき（上は上方語、下は江戸塞叩）」
注４や嘉永五年（一八五一二）喜田川季荘著『類聚近世風俗志別名守貞漫
稿』の「飛龍子京坂にて「ひりやうす」江戸にて「がんもどき」と
云雁戻也豆腐を崩し水を去り牛房笹掻麻の実等を加へ油揚にしたる
注
５
を一云也」などの例からもうかがわれるように、古くから、上方語の
ヒリョーズに対する江戸語のガンモドキという対立があったからで
ある。もっ
と
も
、
上
方
語
の
ヒ
リ
ョ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
宝
永
二
年
（
’
七
○
あ
ぶ
ら
も
ち
五）貝原益軒著『大和本草巻之四』の「寒具（中略）今西士に製す
一ひくはし
る牛葵餅、ひれうすなど一云物の製、これに似たり。糧米にて製した
注６
る尤よし。」、安永六年（一七七七）谷川士清署「倭訓栞』の「ひ
注７
りうす料理の目にいへり蟹名なりとそ」、天明七年（一七八七）森
島中良著『紅毛雑話巻之二』の「飛龍頭此邦にて云油揚の飛龍頭は
ホ
ル
ト
ガ
ル
の
食
物
な
り
、
其
製
左
の
如
し
、
ひ
り
う
づ
は
彼
国
の
語
の
（
マ
マ
）
・
よしなり、糧米粉、糯米粉各七合、右水にて煉合せ、ゆで上て油揚
注
８
にしたる物なり」、寛政十一年（’七九九）大槻磐水箸『蘭説辨惑
巻之上』の「昔この国の船多く渡りしよし其頃その国の辞この方
に伝りて今に残れるもの「かつば」「すっぼん」「いのんご」「ま
んていか」「ひりやうづ」の類なるべし（「この国」とはポルトガ
9５
注９
ルのこと。）」などの例から塾ｂうかがわれるように、その語源はポ
ルトガル語の量ｇｍにあると一一一一口われているので、そういう対立が古
くからあったとしても、それは、ポルトガル語渡来以前のことでは
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
新村出博士の『外来語の話』によると、「ヒリョウズは、今の関
東のガンモドキと同じく、豆腐の油揚の一種を指すが、元は今の．〈
ウンド・ケーキ、又はワッフルなどと英語でいってゐる菓子の名前
注皿注皿
であったのである。」ということである。
もしそうであるとすると、そのことと関連して、そういうヒリョー
ズがいつごろどういう事情で豆腐の油揚の一種を指すようになった
のか、宝暦七年二七五七）成立の『浪花色八卦』に「抽上の豆腐
注
ｎ
糸℃受で、ひりょうすといひ（「受」は大坂新町のこと。）」とあり、
また、明和七年（一七七○）成立の『世間化物気質』にも、「豆
腐屋がひりやうずもって来る。（場所は大坂道頓堀辺。ピとあると
ころを見ると、当時すでに大坂には、豆腐の油揚の一種をヒリョーズ
と呼ぶ言い方があったということがうかがわれるが、いつごろから
そう言うようになったのか、その前はそういう食品のことを何と呼
んでいたのか、そもそもそういう食品は、いつごろから我が国にあ
注
田
った米ロのなのか、江一戸ではいつごろからどういう事情でそれをガン
モドキと呼ぶようになったのか、等々のことが問題となるが、今の
ところ、くわしいことはよくわからない。元禄十六年（一七○三）江戸
で成立した『広原海』という文献に「雁もどき骨に破戒の音のあり」
注
皿
とあり、寛政二年（一七九○）成立の方一一一一口集『御国通辞』に「雁もど
も
ど
き
注
巧
き小鳥嫌（上は江一戸詞、下は御国（盛岡）詞）」とあるところを見
ると、当時すでに江戸にはガンモドキということばがあったという
ことになるが、その具体的な内容についてはよくわからない。
柳田国男監修の『綜合日本民俗語彙』では、ガンモドキというこ
とばの起こりについて、「東京でガンモドキというのは商品名であ
ろうか。モドキはよく似ているもののことであるから、或は雁の味
がするとでもいったのであろうか。語の誇張は商品にはありがちで
注
胴
．ある。」と述べている。
これまでまったく「がんもどき」という食品のなかった筆者の郷
里、青森県下北郡大畑町赤川という寒村にも、昭和四十六年七月に
八年ぶりで帰ったら、食品「がんもどき」がはいっており、それを
親類のＳ商店ではガマンドーフと呼び、「我慢できないほどおいし
い豆腐だからガマンドーフというのだ」と宣伝しながら売っていた
という事実があるから、『綜合日本民俗語彙』が述べているような
事情もあり得ないことではなさそうに思う。
なお、鈴木勝忠氏の『雑俳語辞典』によると、宝永四年Ｃ七○
わ
く
か
せ
わ
七）江戸で成立した『隻總輪前集』には、「丸山の一旦腐花月の鯛も
どき」という句が収録されているという。「鯛もどき」とはどんな
食品なのかよくわからないが、ガンモドキと同じ構成の語が、先に
掲げた「雁もどき骨に破戒の音のあり」と同じ頃の江戸の文献に見
られるということは、まことに興味深い。
ガンモドキはこのように古くから江戸で使われていたことばであ
るので、江戸時代に富山藩の誰かがそれを江戸から持ち帰り、富山
周辺に広めたということも考えられなくはないぶ、しかし、図１を
見ると、魚津（〃）・鹿熊（ぬ）などでは、現在、ヒローズからガ
ン
モ
ド
ー
フ
ヘ
の
変
化
が
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
か
ら
、
富
山
周
辺
に
分
布
す
る
ガ
ン
モ
ド
ー
ズ
ガ
ン
モ
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
、
江
戸
時代に持ち込まれたものではなくて、標準語の影響によって生じた
9６
新しい現象と考えるべきではないかと思う。
それでは、ポルトガル語から出たと言われる上方系のヒローズの
ほうは、いつごろ、どのような経路でこの地方に伝播したのであろ
うか・見通しとしては、過去のある時期（たぶん江戸時代）に、北
陸街道を伝って京坂方面からはいり込んできたということが考えら
れるが、しかし、くわしいことはわからない。この問題については
石川、福井、滋賀などにおける「がんもどき」の方言分布を明らか
にした上で、また改めて考えてみることにしたい。
幸い、富山、石川の両県には、ポルトガル語の号・ず。日から出た
と言われる「かぼちゃ」の方一一一一口ポプラも分布しているので、今後は
それも参考としながら、ヒローズの伝播経路を探っていくことにし
たい。はじめにまずマルヤマとマルァゲの関係について述べる。
意味の上からすれば、「丸い揚げ物」という「がんもどき」の性
質をぴったりと言い表わしているマルァゲのほうが、いかにももと
もとのことばという感じがするが、しかし、実際にはそうではなく
て、マルヤマのほうがマルァゲよりも古いことばということにな
る。どうしてかというに、庄（団）・安川（皿）。小杉（印）には、
それぞれマルヤマとマルアゲの両方が分布しているが、これらの地
点の話者はいずれも両者の関係について、ニルヤマは古くマルァ
ゲは新しい」と述べているからである。
島尾（仏）の話者の「マルヤマともマルァゲとも言うが、丸い揚げ物
四
だからマルアゲが正しい。」という説明を参考に考えると、マルァゲ
の分布地域では、それまで使っていたマルヤマでは意味がわかりに
くいので、「がんもどき」の「丸い揚げ物」という性質に着目し、マ
ルヤマの「マル」にアブラアゲなどの「アゲ」を連接させてマルァゲ
という意味のわかりやすいことばを新たに作り出したのではないか
と思われる。
言うなればこれは、民衆語源と混交による語の変改ということに
なるが、同様の事情は、マルアゲに隣接して分布する富山周辺のガ
ンモドーフについても認められる。すなわち、この地域の入会は、
標準語の影響によってはいり込んできたガンモドキを、語源のわか
りにくいそのままの形で用いることをせず、「がんもどき」が豆腐
から出来ているという点に着目し、ユドーフやコーヤドーフなどの
「ドープ」をガンモドキの「ガンモ」に連接させて、ガンモドーフ
というわかり易い言い方を新たに作り出したものと思われる。筆者
の郷里におけるガマンドーフの場合も、同趣の事情によるものであ
るが、この場合は、それへさらに商売意識が加わり、ガンモをガマ
ンと言い変えてしまったものである。
東条操博士の『全国方言辞典』によると、壱岐では、「がんもど
き」のことをガンドーフと呼んでいるという。豆腐から出来ている
という「がんもどき」の性質に着目したこういう言い方が、下北、
富山、壱岐といった直接関係のない地域に次含と発生しつつあると
いうことは、まことに興味深く思われる。
ところで、民衆語源や混交によるこのような語の変改は、富山県
の場合、おもに富山を中心とする限られた地域で行なわれていると
いうことになるが、このことは、富山県における言語変化の動向を
端的に示しているようでまことに興味深い。というのは、富山県に
9７
は、これまでもいくつかの拙稿でしばしば述べてきたように、言語
の新しい変化はまずこの地域に起こり、それが漸次周辺へ波及して
いくというケースがいくつも見られるからである。次に掲げる「匂
い」の方言分布にも、そういう動きがはっきりと現われている。
図２「匂い」の方言分布
すなわち、図２は、富山を中心とする地域に起きたカザ↓ハナガ
という変化が周辺に波及し、さらに庄川を遡って五箇山にまで広ま
っていったと解釈される。
マルヤマとマルァゲの関係、ヒローズとガンモドーフの関係につ
いて言えば、島（弱）・’一塚（品）・小杉（Ⅳ）のあたりに起きたマルヤ
マ↓マルァゲという変化は、庄川東岸を遡る形で庄（田）のあたり
まで広まっていき、富山（“）・新庄（缶）のあたりに起きた、ヒ
ローズ↓ガンモドーフという変化は、四方（品）・滑川（品）・魚
津
（
〃
）
・
鹿
熊
（
ぬ
）
の
ほ
う
に
ま
で
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る。た
だ
し
、
ヒ
ロ
ー
ズ
と
マ
ル
ヤ
マ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
富
山
周
辺
を
、
ヒ
ローズ↓マルヤマの中心と見ることはできない。なぜかというに、
すでに述べた通り、魚津（タ）と鹿熊（ぬ）には、ヒローズが、マ
ルヤマ、マルァゲを経由しないでガンモドーフヘ直接変化していく
という例が見られるし、また、分布の上から言っても、ガンモドー
フを間にはさんで東西に分布するヒローズをつないでいくと、ガン
モドーフの分布地域における前の状態は、マルヤマ、マルアゲでは
なくてヒローズであったろうという推定が得られることになり、富
山周辺に、ヒローズ↓マルヤマという変化を認めることができなく
なるからである。魚津・鹿熊の例を参考に考えるに、富山周辺にお
ける「がんもどき」の方言の歴史は、ヒローズ↓マルヤマ↓マルア
ゲ↓ガンモドーフではなくて、ヒローズ↓ガンモドーフであったろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大正八年（一九一九）刊行の富山教育会編『富山県方言』には、
「〔がんもどき〕名（雁欄齪まるやま（西）圓灸」とあるが、（西）
は「西砺叶波郡」（重安（訓）・福光（記）．（埴圷内（弱）などの
9８
地域）のことであるから、以上の推定は、この記述に抵触しない。
富山周辺が、ヒローズ↓マルヤマという変化の中心でないとすれ
ば、それではどこかということになるが、これについては、今のと
ころ、伏木（旧Ｙ高岡（Ｐ）のあたりを考えている。岩井隆盛氏が、「
語彙から見た能登」の中で述べておられるところによると、能登に
注
Ⅳ
もマルヤマが分布しているということなので、それを参考に考える
と、マルヤマが伏木などの港に海からはいり込み、そこを拠点に周
辺に広まっていったということが想像されるからである。マルヤマ
はおそらく伏木あたりから出発して庄川を遡り、五箇山・白川方面
にまで広まっていったものと思われる。
マルヤマの語源ならびに伝播経路については、くわしいことはよ
くわからないが、鈴木勝忠氏の『雑俳語辞典』によると、宝永四年
わ
く
か
せ
わ
（一七○七）江一Ｐで成立した『隻艫輪前集』には「丸山の一旦腐花月
注
川
の鯛もどき」、宝永年間（一七○四’一七一○）に上方で成立し
た『宝永中秀吟一一一百番』には「楠が喰をさめ也丸山麸壁箏保士一一年
二七一一八）上方で成立した『万国燕』には「骨のなき円山料理水
注
加
の味」などの例が見られるということであるから、庄川流域に分布
するマルヤマについても、これらの文献に出てくる「丸山の豆腐」
「丸山麩」「円山料理」との関連を考えながら、その出自や伝播経路
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
□
これまで述べてきたことをま、とめて示す雪と次のようになる。
Ａヒローズ…・・………．．………・…・………↓ガンモドーフ
…
１
．
１
ガ
ニ
ー
■
五
Ｃヒローズ↓マルヤマ↓マルアゲ・……：↓ガンモドーフ
Ｄヒローズー▼マルヤマ・…………・…・…。：：・・・：……・・↓工
Ｅ｜ⅡⅡⅡⅡⅡ｜↓マルヤマ…。：………・・・………・………：↓工
Ｆ｜ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ｜……：……………・…………・・・↓工
ＡＩＦは地域を示し（図１参照）、実線の矢印はこれまでの変化、
点
線
の
矢
印
は
こ
れ
か
ら
の
変
化
を
示
す
。
た
だ
し
、
，
。
Ｅ
に
つ
い
て
は、マルヤマ↓マルアゲとマルヤマ↓ガンモドーフのどちらに進む
ことになるのか予想がつかず、また、Ｆについても、食品「がんも
どき」が、マルヤマとガンモドーフのどちらを伴なってはいってく
るのか予想がつかなかったので、ともにェとしておいた。いずれに
し
て
も
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
最
も
古
い
状
態
を
示
し
て
い
る
の
は
、
食
品
「がんもどき」もその名称もはいっていないＦ地域であると言える。
因みに、Ｆ地域には、「匂い」の古い方言、カザも分布している（図
２参照）。
石川県に分布するミイデラ・ヒローズ・マルヤマ相互の関係につ
いては、いずれまた稿を改めて述べることにするが、見通しとして
は、｜応、次のようなことを考えている。
１、金沢にはヒローズ、そのまわりにはミイデラが分布している
注
肛が、これを見ると、ミイデラのほうがヒローズよりも古そうに
思われる。金沢には過去のある時期に上方からヒローズがはい
り込み、それまで行なわれていたミイデラが、ヒローズに変わ
ってしまったのではないかと思う。
ミイデラについては、近江の三井寺との関係はどうかという
ことや、上方から伝播したものなのかそれとも石川県で単独発
生したものなのかということなどが問題となるが、まだ福井・
滋
賀
両
県
の
分
布
を
調
べ
て
い
な
い
の
で
、
何
と
も
言
え
な
い
。
9９－
２、ミイデラは、能登の輪島・町野などにも分布しているという。
現在マルヤマが分布している能登の各地では、過去のある時期
に、ミイデラからマルヤマヘの変化が行なわれたのではないか
と思う。
マルヤマは、京都（もしくは長崎）の丸山から江戸時代に船
で運ばれてきて、能登の港や伏木などにはいり込み、そこを拠
点
に
周
辺
に
広
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
５
、
ミ
イ
デ
ラ
と
ヒ
ロ
ー
ズ
・
マ
ル
ヤ
マ
と
の
間
に
は
、
古
く
は
、
自
家
製
のミイデラに対する商品としてのヒローズ・マルヤマという区
別や、佛事などの時でなければ用いないミイデラに対する日常
食
品
と
し
て
の
ヒ
ロ
ー
ズ
・
マ
ル
ヤ
マ
と
い
う
ち
が
い
が
あ
っ
た
の
か
も
しれない。ミイデラ・ヒローズ・マルヤマ相互の関係を探って
い
こ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
う
い
う
面
に
対
す
る
配
慮
も
忘
れ
て
は
な
らないと思う。
今後、調査が進むにつれて、以上の見通しは、大幅に改められな
ければならないことになるかもしれない。どういう結果が出るかを
楽しみに、今後も「がんもどき」の方言調査を続けていきたいと考
えている。
（注１）拙稿「富山県庄川流域におけるズーズー弁の分布とその解釈」
（金沢大学語学文学研究２）・拙稿「富山県庄川流域の方言分
布」（金沢大学教育学部紀要別）・拙稿「富山県庄川流域にお
け
る
「
ワ
」
と
「
雫
こ
の
分
布
と
そ
の
解
釈
」
（
国
語
学
研
究
枢
）
な
ど。
（注２）東条操編『分類方言辞典』では、「がんもどき」の方言と
し
て
、
「
が
ん
ど
－
ふ
・
こ
と
り
も
ど
き
・
ひ
り
ょ
－
ず
」
だ
け
を
示
し
ている。
（注５）筆者の郷里、青森県下北郡大畑町赤川にも、つい最近まで
「がんもどき」という食品がはいっていなかった。
（注４）新群書類従第一・七二四ページ。
（注５）類聚近世風俗志別名守貞漫稿下・四三四ページ。
（注６）益軒全集巻之六・一○六ページ。
（注７）倭訓栞下．九六ページ
（注８）文明源流叢書第一・四六一ページ。
（注９）大日本思想全集第十二巻・三八七ページ。
（注扣）新村出『外来語の話』一八二ページ。なお、金沢大学教育
学部在学中の、ブラジルからの留学生、山本公子氏によると、
ブラジルのポルトガル語でも、「メリケン粉にとうもろこしな
どを入れてねり、油で揚げた食品」のことを、竺言のと呼んで
いるという。
（注Ⅲ）浪花叢書第十四巻・三○○ページ。
（注枢）帝国文庫第三十編気質全集・六一○ページ。
（注旧）小学館編『大日本百科事典』では、豆腐の歴史について、
「豆腐はいまからおよそ二○○○年前に、中国の前漢の高祖の
孫
、
准
南
王
（
７
１
前
一
二
二
）
が
発
明
し
た
の
が
初
め
て
と
い
わ
れ
ている。そのため豆腐のことを一名「わいなん」ともいう。日
本へは奈良時代に渡来した。しかし、最初は、貴族階級や僧侶
たちが食し、一般に広まったのは、茶道が普及して、懐石料理
が発達した室町時代以降であろうとされている。」と説明して
いる。これによると、豆腐の油揚の一種である「がんもどき」
が一般に普及したのも、室町時代以降ということになりそうで
ある。
（注ｕ）鈴木勝忠編『雑俳語辞典』による。
1００－
（注抑）
（注皿）
（注別）る。
（注伯）「丸山」は、一［
名産であるという。
（注灯）九学会連合能登調
Ｉ
」
一
六
一
ペ
ー
ジ
．
（注伯）「丸山」は、京錘
（注朽）国語学大系第二十巻二○ページ。
（注杷）綜合日本民俗語彙第三巻・一一一一三四ページ。
（
注
灯
）
九
学
会
連
合
能
登
調
査
委
員
会
編
『
能
登
ｌ
自
然
・
文
化
・
社
会
〔付記〕この研究枠
の一部である。
こ
の
研
究
は
、
昭
和
四
十
五
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
「丸山麩」とは、京丸山の油揚麩のことであるという。
「円山料理」とは、豆腐料理のことであるという。
ミイデラは白峰・阿手・小松・美川などにも分布してい
京
祗
園
の
後
の
地
の
こ
と
で
あ
り
、
（金沢大学助教授）
豆
腐
は
そ
こ
の
101
